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                   地
域
と
の
交
流
・
連
携
・
貢
献 

全
校
生
徒 

地
域
美
化
活
動
（
清
掃
） 

ダ
ン
ス
部 

早
渕
中
学
校
区
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト 

吹
奏
楽
部 

 

地
域
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
演
奏
会 

 

早
渕
中
学
校
区
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト 

美
術
部
・
イ
ラ
ス
ト
部 

 

荏
田
東
「
中
の
瀬
地
下
道
」
壁
画
制
作 

 
 

壁
画
制
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
様
子
が
ケ
ー
ブ
ル 

 

テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
、
都
筑
区
長
か
ら
も
表 

 
 

彰
さ
れ
ま
し
た
。 

紙
芝
居
制
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

早
渕
中
学
校
と
の
連
携
で
小
学
生
向
け
紙
芝
居 

 

を
制
作
し
ま
し
た
。 

新
栄
セ
ミ
ナ
ー 

（
仲
町
台
地
区
セ
ン
タ
ー
連
携
講
座
と
し
て
開
催
） 

 

本
校
職
員
が
講
師
と
な
っ
て
地
域
の
皆
様
を
お
招
き

し
ま
し
た
。 

 

「
視
覚
障
害
を
理
解
す
る
」
「
減
災
セ
ミ
ナ
ー
」 

 

「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
歌
を
う
た
お
う
」 

 

「
簡
単
墨
絵
を
楽
し
も
う
」 

  

 さ
ら
な
る
進
化
を
め
ざ
し
て 

新
栄
高
校
は
、
さ
ら
な
る
進
化
を
目
指
し
て
、
人
間
力

向
上
、
学
力
向
上
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
次
回
号
で
は
、
そ
の
詳
細
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 
 

 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

             

修
学
旅
行 

 

十
月
二
十
日
か
ら
三
泊
四
日
で
二
年
生
が

東
北
・
北
海
道
方
面
に
修
学
旅
行
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
岩
手
県
で
は
世
界
遺
産
の

中
尊
寺
拝
観
、
東
日
本
大
震
災
の
震
災
学
習
、

文
化
体
験
等
を
行
い
、
北
海
道
で
は
函
館
自

主
行
動
で
の
学
習
を
行
い
、
充
実
し
た
修
学

旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
震
災
学
習
で

は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
お
話
に
も
し
っ
か

り
と
耳
を
傾
け
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
深

く
考
え
、
災
害
に
対
す
る
心
構
え
に
大
き
く

影
響
を
あ
た
え
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

   

学
校
説
明
会
等 

六
月
全
公
立
展
（
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
） 

八
月
公
私
合
同
説
明
会
（
鶴
見
大
学
） 

八
月
体
験
入
学
（
新
栄
高
校
） 

十
一
月
第1

回
学
校
説
明
会
（
新
栄
高
校
） 

十
二
月
第
二
回
学
校
説
明
会
（
新
栄
高
校
） 

い
ず
れ
の
機
会
も
盛
況
で
中
学
生
・
保
護
者

の
本
校
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺
わ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
八
年
度
入
学
定
員 

本
校
の
平
成
二
十
八
年
度
の
入
学
定
員
は
、

九
ク
ラ
ス
規
模
で
、
三
五
七
名
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
ク
ラ
ス
規
模
の
増
減
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

 

 

人
間
力
向
上
・
学
力
向
上 

 

新
栄
高
校
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
誠
に 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 

副
校
長 

小
林 

泰
晴 

 

本
年
四
月
一
日
付
け
で
着
任
い
た
し
ま
し

た
、
副
校
長
の
小
林
と
申
し
ま
す
。
地
域
の

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
で
お

叱
り
や
ご
助
言
を
頂
い
た
り
、
ま
た
、
生
徒

の
活
動
に
つ
い
て
お
褒
め
の
お
言
葉
も
頂
戴

し
て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
あ
た
た
か
く
見
守

っ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

私
か
ら
本
年
八
月
か
ら
現
在
ま
で
の
行
事

や
活
動
等
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 
 ○

主
な
学
校
行
事
に
つ
い
て 

文
化
祭 

九
月
二
十
五
、
二
十
六
日
の
二
日
間
、
毎

年
恒
例
の
「
翌
檜
祭
」
（
文
化
祭
）
を
開
催

し
、
二
十
六
日
（
土
）
を
一
般
公
開
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
を
は
じ

め
、
過
去
最
多
の
二
千
七
百
人
以
上
の
方
々

が
来
校
し
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 

        

生
徒
一
人
ひ
と
り
を
丁
寧
に 

本
校
で
は
、
一
年
生
を
一
ク
ラ
ス
増
や
し

て
十
ク
ラ
ス
編
成
と
し
、
一
ク
ラ
ス
の
人
数

を
四
十
人
で
は
な
く
、
三
十
六
人
規
模
に
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
校
の
指
導
方
針
の
根

幹
を
な
す
「
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
丁
寧
に
よ

く
み
る
」
と
い
う
学
校
経
営
方
針
の
あ
ら
わ

れ
で
す
。 

  ○
主
な
活
動
に
つ
い
て 

躍
進
を
続
け
る
部
活
動 

陸
上
競
技
部 

関
東
大
会
出
場
（
六
月
） 

男
子
一
五
百
メ
ー
ト
ル
走 

弓
道
部 

関
東
選
抜
大
会
出
場
（
九
月
） 

 
 
 

明
治
神
宮
中
央
弓
道
場
に
て 

陸
上
競
技
部 

関
東
大
会
出
場
（
十
一
月
） 

 
 
 

駅
伝
（
男
女
と
も
） 

 

弓
道
部
は
、
男
子
一
名
、
女
子
一
名
が
関

東
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
猛
暑
の
日
も

雨
の
日
も
練
習
を
工
夫
し
、
日
々
並
々
な
ら

ぬ
努
力
を
重
ね
た
成
果
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。 

 

陸
上
部
は
、
過
去
に
男
女
ア
ベ
ッ
ク
全
国

優
勝
を
遂
げ
た
こ
と
も
あ
る
伝
統
部
で
す
。

十
一
月
の
関
東
駅
伝
に
は
、
男
女
と
も
出
場

を
決
め
ま
し
た
。
特
に
男
子
は
、
神
奈
川
県

の
大
会
で
公
立
高
校
一
位
の
成
績
で
し
た
。 

  

 

 
神
奈
川
県
立
新
栄
高
等
学
校 

横
浜
市
都
筑
区
新
栄
町
一
―
一 

（
電
話
）
五
九
三
―
〇
三
〇
七 



  

頑張っています 新栄高校   平成 28年  1月 12日 火曜日    平成 27年度第 2号（通算 37号） ２面 

 

 

  

 

  

                                        

 

 

 

                                                                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  夢にときめけ！ 

   明日にきらめけ！ 
 

 

                    

 

 

 

 

 

 

  米こめいおい 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆
翌
檜
祭
（
本
校
文
化
祭
） 

  

九
月
二
十
六
日
（
土
）
、
本
校
で
一
般
公
開
で
の
翌
檜
祭
（
本
校
文
化
祭
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
数
の
方
々
の
来
校
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
写
真
は
美
術
部
の
展
示
で
す
。 

 

 

 
       

☆
公
私
合
同
説
明
会 

  
八
月
八
日
（
土
）、
鶴
見
大
学
で
公
私
合
同
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
勢
の
中
学
生
、
保
護
者
の
方
々
に
来
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

本
校
に
つ
き
ま
し
て
、
特
色
等
を
紹
介
し
、
よ
り

良
い
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。 

時
間
毎
に
ス
ラ
イ
ド
で
の
説
明
も
行
い
ま
し
た
。 

 

写
真
は
本
校
の
会
場
の
様
子
で
す
。 

 

 

☆
新
栄
セ
ミ
ナ
ー 

 

「
新
栄
セ
ミ
ナ
ー
」
が
以
下
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
・ 

 

・
一
日
目
…
八
月
六
日
（
木
） 

仲
町
台
地
区
セ
ン
タ
ー 

 

・
二
日
目
…
八
月
二
十
一
日
（
金
） 

本
校 

  

熱
心
な
ご
参
加
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

写
真
は
二
日
目
、
八
月
二
十
一
日
（
金
） 

本
校
で
行
わ
れ
た
「
簡
単

墨
絵
を
楽
し
も
う
」
の
様
子
で
す
。 

 

 

          
 

《
広
報
活
動
》 

 

今
年
も
幅
広
く
広
報
活
動
し
て
い
き
ま
す
！ 

   


